
【第2回人材・暮らし】

1 

富山市総合計画審議会【第２回人材・暮らし部会】 

第２次富山市総合計画後期基本計画（案）についての主な意見と対応（案） 

項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局 
計画 

反映 

計画全般 コロナ禍で大事だと言わ

れる看護師、保育関係者、

栄養に関わる人などのエッ

センシャルワーカーを安定

的に確保していく必要があ

るのではないか。 

 ひとづくりは、これからの社会を支える上で

非常に重要であることから、ネクストステージ

重点プロジェクトの重点テーマとして新たに位

置付けたところです。 

総合計画の各論においては、人材の育成につ

いて様々な施策に方向性として記載しているこ

とから、特にコロナ禍において、その重要性は

増しており、県や民間との役割分担や連携して

いく中で、しっかりと取り組んでまいりたいと

考えております。 

  企画管理部 

Ⅰ-2-(1) 

Ⅳ-3-(1) 

運動施設において、今ま

でのコストセンターを前提

にしていたものを、今後の

建設の際には、プロフィッ

トセンターとなるような視

点が必要ではないか。 

スポーツ施設については、市民のレクリエー

ション活動の場としてだけではなく、健康づく

りの場としても重要な施設であり、多くの方が

利用しやすい料金とすることが必要であると考

えております。 

しかしながら、厳しい財政状況の中にあっ

て、財源の確保を図るとともに、施設を利用し

ない方との公平性の観点から、受益者負担の適

正化を図ることが重要であると考えており、今

後はそうした視点も取り入れていきたいと考え

ております。 

 また、現在、総合体育館に関しPFI 手法によ

る運営を検討しており、民間活力を導入して収

  市民生活部 

企画管理部 

○：意見を反映するもの。 

●：現行案において対応しているもの。
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局 
計画 

反映 

益性を高めていきたいと考えております。 

Ⅲ-(1)-4 野菜の生産について、大

災害時に食料が入ってこな

いことも考えられることか

ら、そういった防災面も含

め、安全で安心して暮らせ

るよう野菜づくりにもっと

力を入れていくべきではな

いか。 

 国の統計によりますと、令和元年の富山県の

野菜の産出額は、56億円と全国で最も低くな

っております。 

 これは、豊富な水資源を活用し、稲作が盛ん

に行われてきたことや、農地も水稲を作付けし

やすい水田として整備が行われてきたことによ

るものです。 

 しかし、近年、米の需要が伸び悩む中、本市

では水田への米以外の作物の作付けを推奨して

おり、水田の整備についても、野菜栽培がしや

すくなるよう配慮して進めております。 

 本市としましては、水田で栽培しやすい野菜

の生産拡大や野菜を作りやすい水田の整備を進

めることにより、野菜の生産量を増やしてまい

りたいと考えております。 

 また、このことが、結果として、安全で安心

して暮らせるまちづくりにも繋がるものと考え

ております。 

  農林水産部 



【第2回都市・環境】

1 

富山市総合計画審議会【第２回都市・環境部会】 

第２次富山市総合計画後期基本計画（案）についての主な意見と対応（案） 

項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局 
計画 

反映 

Ⅱ-1-(1) 危機管理体制の強化につ

いて 

・ 市民病院の災害発生時

における医療機関として

役割等について、富山

県、市内の医療機関との

間での連携を取っている

のか。 

・ 市民病院は施設の老朽

化が進んでいると考える

が、災害時に対応できる

だけのインフラとなって

いるのか。 

 災害発生時においては、市民病院は

災害拠点病院として、多発する重篤救

急患者の救命医療提供や、患者受入・

搬出等広域搬送への対応、地域の医療

施設支援等の役割を果たすとともに、

富山医療圏のほかの災害拠点病院や救

急指定病院とも連携し対応することと

しております。また、平時から富山県

総合防災訓練等の各種訓練にＤＭＡＴ

隊員が参加するなど、災害時に備えて

関係機関等との連携強化にも努めてお

ります。 

 病院機能を維持するために必要な全

ての施設が耐震構造を満たすととも

に、非常用自家発電装置を３日分稼働

できる燃料備蓄設備や断水に備えて水

道水を３日分確保できる受水槽を有す

るなど、災害拠点病院の施設要件を全

て満たしております。 

  病院事業局 

○：意見を反映するもの。 

●：現行案において対応しているもの。
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局 
計画 

反映 

Ⅱ-1-(1) 校区ごとに防災士の配置

を目指すとのことだが、現

在の状況はどのようになっ

ているのか。 

各校区に最低１名以上の防災士が確

保できるように、校区ごとの育成状況

の把握と後期基本計画における『目標

とする指標』に設定することについて

研究します。 

なお、現在の在籍状況は、７９地区

中５０地区（約６３．３％）となって

おります。（令和３年４月現在） 

  建設部 

Ⅱ-2 コンパクトなまちづくり

により確保した税収により

周辺地域の事業を行うとい

う「税の還流」について、

広く市民に知っていただく

ことが必要と考える。 

本市が取り組んできた、公共交通を

軸とする拠点集中型のコンパクトなま

ちづくりの成果を、多くの市民にご理

解いただくことは大切であることか

ら、機会を捉えて市民周知に努めてま

いります。 

  活力都市創

造部 

Ⅱ-1-(1) 

Ⅱ-1-(3) 

Ⅳ-3-(3) 

医療提供体制の構築につ

いて、県との連携が必要で

はないか。 

Ⅳ-3-（3）「地方分権・広域連携行政

への対応」の施策の方向②「県や近隣

自治体との連携等の推進」（Ｐ184）

の、県のワンチームとやま推進本部会

議による取組に関する記載に『医療提

供体制』に関する記述を追加します。 

②県や近隣自治体との連携等の推進 

広域的な行政を担う県と住民に最も身近

な基礎自治体である市における適切な役

割分担のもと、県から市への権限移譲や

県と市の二重行政の解消を進めるととも

に、住民の利便性の向上や地域の活性化

を図るため、県との連携強化に努めま

す。 

②県や近隣自治体との連携等の推進 

広域的な行政を担う県と住民に最も身近

な基礎自治体である市における適切な役

割分担のもと、県から市への権限移譲や

県と市の二重行政の解消を進めるととも

に、災害対策や医療提供体制の維持な

ど、市単独では解決が困難な事案への対

応や住民の利便性の向上、地域の活性化

を図るため、令和3年1月に設置され

た「ワンチームとやま」連携推進本部会

議において県及び市町村間の課題の共有

を図るなど、幅広く県との連携強化に努

企画管理部 

福祉保健部 

○ 
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局 
計画 

反映 

めます。 

Ⅱ-2-(1) 

Ⅲ-2-(2) 

コンパクトなまちづくり

を観光資源として活用して

はどうか。 

Ⅲ-2-（2）施策の方向①「地域資源

の活用による新たな観光資源の創出」

（P149）の記述に、コンパクトなま

ちづくりに関する記述を追加します。 

①地域資源の活用による新たな観光資源

の創出 

また、ます寿しづくりやガラス制作など

の体験型観光を推進するとともに、観光

資源の掘り起こしやブラッシュアップに

取り組みます。 

①地域資源の活用による新たな観光資源

の創出 

また、ます寿しづくりやガラス制作など

の体験型観光を推進するとともに、新た

にＳＤＧｓやコンパクトなまちづくりな

どをテーマとした観光資源の掘り起こし

やブラッシュアップに取り組みます。 

商工労働部 ○ 

Ⅱ-3-(4) 森林を守るために、林道

の整備にしっかり取り組ん

でいただきたい。 

林道は、生活道路ではないため、連

絡があった場合に職員が現地を確認

し、災害認定になるかどうかの検討も

踏まえて対応しております。 

林道の所有者は、市道とは異なり、

市、県又は個人と様々であり、すべて

に対応することは難しい面もあります

が、様々な情報を得ながら、不都合が

あれば整備したいと考えております。 

また、総合計画の記載については、

林道に関して、「④生態系に配慮した取

組の推進」（P117）に記載があること

から、現行のとおりとしたいと考えて

おります。 

■施策の方向 

④生態系に配慮した取組の推進 

奥山の人工林整備にあたっては、針広

混交林化などによる野生生物の生息域の

保全や回復に努めるとともに、林業基盤

である林道や作業道の開設及び改良な

ど、生態系に配慮した整備に努めます。 

 農林水産部 ● 



【第2回活力・交流】

1 

富山市総合計画審議会【第２回活力・交流部会】 

第２次富山市総合計画後期基本計画（案）についての主な意見と対応（案） 

項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局 
計画 

反映 

Ⅲ-(1)-1 中心商店街に対する支援

を商店街としてなのか、公

益性を持つ役割としてなの

か、整理しビジョンを示す

べきではないか。 

また、時代の流れで魅力

が変化する中で、生活支

援・生活相談ができるよう

な商店街や、ネットで商品

が購入できる時代におい

て、中心商店街の滞在時間

を増やすよう何かしらの機

能を特化するような施策が

必要ではないか。 

 当施策の「現状と課題」（Ｐ128）に、時代

とともに変化する商店街の役割や機能に関する

記述を追加します。 

■現状と課題 

（略） 

地域の顔である商店街について

は、大型店との競合やインターネッ

ト販売の市場拡大、後継者不足等に

より、大変厳しい環境にあります。

大きく変化した都市構造も踏まえ、

商業者自らの意識改革を進め、魅力

ある商業空間をどのように創出し、

賑わいを取り戻していくかが課題と

なっています。 

（略） 

■現状と課題 

（略） 

地域の顔である商店街について

は、大型店との競合やインターネッ

ト販売の市場拡大、後継者不足等に

より、大変厳しい環境にあります。

時代とともに商店街の役割や機能が

変化する中、大きく変化した都市構

造も踏まえ、商業者自らの意識改革

を進め、特徴を生かした魅力ある商

業空間をどのように創出し、賑わい

を取り戻していくかが課題となって

います。 

（略） 

商工労働部 

活力都市創

造部 

Ⅱ-(2)-1 市民に期待する役割に

「空き店舗等の既存ストッ

クの活用。」とあるが、既

存ストックという文言をわ

かりやすい言葉に置き換え

られないか。 

 「既存ストック」を「遊休資産」に置き換え

て記載します。 

（現行案（第２回部会時点）） 

■市民に期待する役割 

（略） 

＊空き店舗等の既存ストックの活

用。 

（略） 

■市民に期待する役割 

＊空き店舗等の遊休資産の活用。 

活力都市創

造部 

○ 

Ⅱ-(2)-1 

Ⅲ-(1)-1 

Ⅲ-(1)-3 

空き店舗の活用や商店街

の活性化に関して、様々な

人が集まりアイデアを出し

 Ⅲ-1-(3)「新産業・新事業の創出」(P135)

に、新たに、施策の方向②「多様な主体による

共創の推進」を追加し、スケッチラボについて

Ⅲ-1-(3)施策の方向②多様な主体に

よる共創の推進 

市が富山駅前に整備した未来共創

 商工労働部 

企画管理部 

● 

○：意見を反映するもの。 

●：現行案において対応しているもの。
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局 
計画 

反映 

 合い意見交換できるような

場が必要ではないか。 

新たに記述しております。 拠点施設「Sketch Lab（スケッチ

ラボ）」において産学官民の交流機会

を提供することなどにより、オープ

ンイノベーションを促進し、地域課

題の解決や新たな価値の創造、さら

には新産業・新事業の創出につなが

るよう取り組みます。 

Ⅲ-(1)-1 

Ⅱ-(2)-2 

Ⅱ-(2)-5 

中心商店街の活性化のた

めに、若い人たちが公共交

通を使って来街するように

促す施策が必要ではない

か。 

 本市では、若い世代の市民にも公共交通の必

要性を理解していただくため、公共交通と車の

使い方を考える教育「モビリティ・マネジメン

ト」に取り組んでいるところであります。 

 また、Ⅱ-(2)-2「歩いて暮らせるまちづくり

の推進」施策の方向③「歩くライフスタイルの

推進」(Ｐ99)では、車に過度に依存するライフ

スタイルから公共交通を活用するライフスタイ

ルへの転換について述べています。 

③歩くライフスタイルの推進 

人口減少と超高齢社会が進行する

中において、市民が住み慣れた地域

で、幸せに生き生きと暮らせるまち

づくりを実現するため、車に過度に

依存したライフスタイルから、公共

交通などを賢く活用して歩いて暮ら

すライフスタイルへの転換を促し、

ウオーカブルなまちづくりに取り組

みます。 

 活力都市創

造部 

● 

Ⅲ-(1)-4 農業高校や、高校の農業

学科が少なくなっている。

農業の魅力を習う、教える

ような取組ができないか。 

 本市では、若い就農者を確保するため、児童

や学生に対する就農啓発として、農業副読本を

作成したり、農業体験学習を支援するなど、就

農希望者を増やす取組を行っています。 

また、施策の方向①「担い手の育成・確保」

（Ｐ140）において、就農者の確保、育成につ

いて述べています。 

①担い手の育成・確保 

農業者の高齢化や後継者不足が深

刻化する中、農業を持続的に発展さ

せるため、やる気のある若い就農者

を確保するとともに、集落営農組織

等の法人化により、経営基盤の安定

した経営体の育成を推進します。 

 農林水産部 ● 



【第２回協働・連携】

1 

富山市総合計画審議会【第２回協働・連携部会】 

第２次富山市総合計画後期基本計画（案）についての主な意見と対応（案） 

項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局 
計画 

反映 

Ⅳ-1-(1) 

Ⅲ-1-(3) 

スケッチラボで様々な企

業等と連携して実際に取り

組んでいることを記載して

はどうか。 

 Ⅲ-1-(3)「新産業・新事業の創出」

（Ｐ135）に、新たに、施策の方向②

「多様な主体による共創の推進」を追

加し、スケッチラボについて新たに記

述しております。 

Ⅲ-1-(3)施策の方向②多様な主体によ

る共創の推進 

市が富山駅前に整備した未来共創拠点

施設「Sketch Lab（スケッチラボ）」

において産学官民の交流機会を提供する

ことなどにより、オープンイノベーショ

ンを促進し、地域課題の解決や新たな価

値の創造、さらには新産業・新事業の創

出につながるよう取り組みます。 

 企画管理部 ● 

Ⅳ-2-(1) シティプロモーションに

ついて、「戦略的かつ効果

的な情報発信」という言葉

でまとめられているが、も

う少し具体的に記載しては

どうか。 

 施策の方向②選ばれるまちづくり

（Ｐ176）の記述において、「ＳＮＳの

活用などそれぞれのターゲットに応じ

た」という記載を追加します。 

②選ばれるまちづくりの推進 

（略） 

また、他都市にはない本市の魅力を際

立たせるため、戦略的かつ効果的に情報

発信を行うことで、多くの方から選ばれ

るまちとなることを目指します。 

②選ばれるまちづくりの推進 

（略） 

また、他都市にはない本市の魅力を際

立たせるため、ＳＮＳの活用などそれぞ

れの対象に応じた、戦略的かつ効果的な

情報発信を行うことで、多くの方から選

ばれるまちとなることを目指します。 

企画管理部 ○ 

○：意見を反映するもの。 

●：現行案において対応しているもの。



【第２回協働・連携】

2 

項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局 
計画 

反映 

Ⅳ-3-(1) 市が先進的に取り組んで

いるＰＰＰについての実績

を出していただきたい。 

 当施策の「現状と課題」（Ｐ179）

に、市がこれまで取り組んできたＰＦ

Ｉ・ＰＰＰの取り組みの一覧を掲載し

ます。 

  企画管理部 ○ 

Ⅳ-1-(1) 市民との協働を進めるた

め、市民にメッセージをど

のように伝えるかが大切で

ある。 

 当施策の「現状と課題」（Ｐ166）

に、協働の推進には市政情報の提供が

必要であるという認識を追加します。 

■現状と課題 

（略） 

また、市民主体のまちづくりの推進に

あたっては、広報紙やインターネット、

報道機関などにより市政情報を積極的に

発信していくことで市民との情報の共有

を図るとともに、意見交換の場を創出し

ていくことも大切です。 

■現状と課題 

（略） 

また、市民主体のまちづくりの推進に

あたっては、市民にとって必要な情報を

分かりやすく伝え、理解いただくことが

大切であることから、広報紙やインター

ネット、報道機関、ＳＮＳの活用などに

より積極的に発信していくことで市民と

の情報の共有を図るとともに、意見交換

の場を創出していくことも大切です。 

企画管理部 

市民生活部 

○ 

Ⅳ-1-(1) 幼い頃から社会参加し

て、連携協力する社会づく

りが大切である。 

 当施策の「市民に期待する役割」（Ｐ

167）に、『身近な地域活動やボランテ

ィア活動、イベントなどへの積極的な

参加』として記述しております。 

■市民に期待する役割 

＊身近な地域活動やボランティア活動、

イベントなどへの積極的な参加。 

 市民生活部 ● 


